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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月1日(2009.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のオペランド・サイズのうちの１つを指示するオペランド・サイズを受け取る第１
の入力と、回転量信号を受け取る第２の入力と、複数の制御信号を与える制御出力とを有
する第１のデコーダと、
　前記第１のデコーダの制御出力に結合された第１の入力と、データ・エレメントを受け
取る第２の入力と、出力とを有するローテータと、を備え、
　前記ローテータが、前記複数の制御信号に応答して、前記複数のオペランド・サイズの
うちの１つに対応するデータ・エレメントの一部を、前記回転量信号に対応する量だけ回
転させる、オペランド・ローテータ。
【請求項２】
　前記第１のデコーダが更に、シフト・タイプを受け取る第３の入力を有し、
　前記第１のデコーダが更に、前記シフト・タイプに応答して、前記複数の制御信号を与
える
請求項１記載のオペランド・ローテータ。
【請求項３】
　前記ローテータが更に、前記複数の制御信号に応答して、回転されたデータ・エレメン
トに対してマスキング・オペレーションを実行して、シフトされたデータを前記ローテー
タの出力に与える請求項２記載のオペランド・ローテータ。
【請求項４】
　データ・ユニットを回転させる方法であって、
　第１のデコーダで第１回に複数のオペランド・サイズのうちの１つを指示する第１のオ
ペランド・サイズを受け取るステップと、
　前記第１のデコーダで回転量信号を受け取るステップと、
　複数の制御信号を前記第１のデコーダからローテータへ与えるステップと、
　前記第１のオペランド・サイズに対応する第１のデータ・エレメントの一部を、前記回
転量信号に対応する量だけ回転させるステップと
を備える方法。
【請求項５】
　前記第１のデコーダで第２回に複数のオペランド・サイズのうちの１つを指示する第２
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のオペランド・サイズを受け取るステップと、
　前記第２のオペランド・サイズに対応する第２のデータ・エレメントの一部を、前記回
転量信号に対応する量だけ回転させるステップと
を更に備える請求項４記載の方法。
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